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日常生活は多様性と個別性の高さから、科学的なアプローチで環境とそこで生活する人を含めて扱うことが進ん

でおらず、様々な課題が生じている。例えば、高齢者は、加齢、疾病、傷害などによって、身体機能や認知機能

といった生活機能が変化し、それまでの日常生活が難しくなったり、事故のリスクが高い状況で生活を送ってい

る状態になったりする。日常生活でのリスクは、事故に関するデータなどから、高齢者は段差でつまずいて転倒

する、階段から転落する、などのように高齢者という一括りでまとめられることがほとんどで、生活機能や生活

環境に合わせてリスクを把握することはできていない。一方、近年の IoTや AI技術の発展から、日常生活空間で自

然な生活状態をセンサなどによって定量的に捉えることが可能となっており、日常生活が科学で扱える対象と

なってきている。しかし、事故などの様々なリスクは、高頻度で発生するわけではないため、日常生活をセンサ

などで計測しても、実際に発生したリスク状況を捉えることは難しい。そのため、実際に事故が起きた際の

データと日常生活のデータを統合的して扱い、あり得るリスクとして、潜在的なリスクを把握し、介入や予防に

つなげる必要がある。 

著者らはこれまでに介護施設や一般住宅に RGBDカメラを取り付けることで、高齢者の日常生活を記録した、高

齢者行動ライブラリを整備してきた。このライブラリでは、高齢者の身体機能や認知機能を表す指標を合わせて

記録しており、生活機能の特徴と実際の生活行動の関係を把握することが可能である。リスクに関するデータと

しては、東京消防庁の救急搬送データがあり、生活行動のデータと救急搬送データを状況の類似性から統合する

ことで、潜在的なリスクを可視化する取り組みを行っている。本発表では、多機関に分散したデータのセキュア

な統合的利活用の観点も含めて、この取り組みについて紹介する。
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Elderly people’s behaviors change by changing their physical and cognitive functions. Due to it, they may not be able 

to lead daily life as before, or they may live in situations where the risk of accidents is high. The changed behaviors and 

the accidents are understood roughly but are not able to be understood including a relationship between their life 

functioning and life environment.  

In this paper, the authors described that our developed elderly behavior library is composed of video data, posture data 

and point cloud data, which are related to evaluated values of elderly people’s physical and cognitive functions. Also, 

we described that how to understand accident situations in daily life library using the library and accident data. 

 

Keywords: Elderly behaviors, Physical function, Cognitive Function, Injury Prevention 

1.緒論 
日常生活は多様性と個別性の高さから、科学的なアプロー

チで環境とそこで生活する人を含めて扱うことが進んでおら

ず、様々な課題が生じている。例えば、高齢者は、加齢、疾

病、傷害などによって、身体機能や認知機能といった生活機

能が変化し、それまでの日常生活が難しくなったり、事故のリ

スクが高い状況で生活を送っている状態になったりする。例

えば、65 歳以上の高齢者の重大製品事故の割合は 3 割以

上を占めており，また高齢者が被害を受ける事故は重篤化し

やすい傾向にある． 

日常生活でのリスクは、事故に関するデータなどから、高

齢者は段差でつまずいて転倒する、階段から転落する、など

のように高齢者という一括りでまとめられることがほとんどで、

個人の生活機能や生活環境に合わせてリスクを把握すること

はできていない。近年の IoT や AI 技術の発展から、日常生

活空間で自然な生活状態をセンサなどによって定量的に捉

えることが可能となっており、日常生活が科学で扱える対象と

なってきている。そのため、高齢者の特性や環境の条件ごと

に、高齢者が取る行動や動作について定量的なデータを整

備可能になってきている。このようなデータを整備することが

できれば、高齢者の生活機能に合わせた製品開発や環境整

備が可能になり、自立した生活の支援や事故予防へとつなが

ると考えられる。 

本稿では、高齢者の行動・身体・認知特性を定量的に把

握可能なデータベースの構築について報告するとともに、日

常生活でのリスク状況把握に関する取り組みについて紹介す

る。 

 

2.高齢者の日常生活リスク把握における課題 
高齢者の日常生活におけるリスクは、一般化された情報と

して整理はされているものの、高齢者の身体機能、認知機能

の状態は多様で、日常生活を送る一般住宅や介護施設の環

境も一定ではないため、起き得るリスクは異なる。このような生

活環境を含めた高齢者の特性の理解は進んでおらず、それ

ぞれの特性に合わせた安全な製品・環境、使いやすい製品、

生活しやすい環境はほとんど検討されていない。そのため、

生活機能が変化する高齢者が、そのときの状態に合わせて

製品や環境を整備して安全に自立した生活を送る、といった

ことが難しくなっている。このことは高齢者個人のQOLの観点

だけでなく、莫大なコストが掛かっている医療保険費や介護

保険費の問題とも関連しており、日本全体の問題である。こ

れらの問題を解決するには、変化した生活機能に合わせて、

製品や環境を整備して、傷害予防や介護予防を実現し、安

全に自立した生活を送ることができるようにしていく必要があ

る。 

これを実現するには、高齢者の特性や環境の条件ごとに、

高齢者が取る行動や動作、事故について定量的なデータを

整備し、それを分析することで、高齢者の詳細な特性やリスク

について理解できるようにする必要がある。しかし、事故など

のリスクは、高頻度で発生するわけではないため、日常生活

をセンサなどで計測しても、実際に事故が発生した場面を定

量データとして取得することは難しい。そのため、日常生活に

おける通常の行動や動作に関するデータと、テキスト情報とし

て記録されている事故データをリンクさせ、具体的な日常生

活の状況であり得るリスクを把握できるようにする必要がある。

このとき、例えば介護施設でのリスクを検討する場合、介護施

設での事故データが必要となる。このような個別施設での事

故データは、個人情報保護の観点や施設の不利益となる可

能性から、公開されることがほとんどなく活用が難しい。また、

1つの施設では事故が頻発するわけではないので、網羅的な

リスクの把握が難しいため、多施設が連携して情報共有する

仕組みが必要である。この点については、著者らは学校での

事故を対象にして、暗号化したままデータ突合が可能な

Private Set Intersection (PSI)を用いた分析システムについて

提案・実データへの適用をしており 1）、同種の仕組みが介護

施設での事故データ等にも適用可能である（図 1）。 

本稿では，高齢者の生活機能と紐づいた、日常生活空間

での行動や動作のデータベースの構築について紹介する。

また、高齢者の事故データの１つとして東京消防庁の救急搬

送データのデータベース化についても紹介し、それらを統合

した日常生活での潜在的なリスク把握に関する取り組みにつ

いて紹介する。 
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3.高齢者行動ライブラリの構築 
高齢者の日常生活での行動・動作を定量的に把握するた

めに、RGBDカメラで取得した動画データを中心としたデータ

ベースを構築した。具体的には、被験者の同意取得後, 高齢

者施設や一般の高齢者宅に RGB-D カメラ(Microsoft 社

Kinect v2)を取り付け，デプス画像，RGB画像，姿勢データを

取得した(N=43, 52～104歳)．また，被験者の特性に関しては，

介護施設で広く一般的に使用されている Mini Mental State 

Examination（MMSE）2）とBarthel Index（BI）3）を用いた生活機

能の評価を取得した。MMSEと BIを軸とした散布図を作成し

たものを図 3 に示す。図中の横軸は身体機能を表す BI、縦

軸は認知機能を表す MMSE であり、BI は右に行くほど身体

機能に問題がないことを表しており、MMSE は上に行くほど

認知機能に問題ないことを表す。図中の各点は、高齢者 1人

を表しており、括弧内の数字は年齢を表す。これにより、身体

機能と認知機能の組み合わせは多様であることが分かる。ま

た、例えば 70 歳代の高齢者を表す点は広く分布していること

から、年齢との相関がないことが分かる。つまり、高齢者の行

動・動作や事故について検討するとき、年齢で整理すること

は不適当で、生活機能ごとに整理して検討する必要があると

考えられる。そのため高齢者の生活機能と行動・動作の関係

を分析して検討可能なデータが必要である。 

 

構築したデータベースでは、身体機能と認知機能の生活

機能と動画、環境の点群データ、姿勢データを紐づいている。

2021 年 8 月現在，2243 件の製品使用シーンが登録された．

画像に，居住空間種別（居室，廊下，リビングなど），使用した

製品（ベッド，車いす，歩行器，手すり，ソファーなど），動作

（立つ，小走りする，座る，物を取るなど）の情報を付与し，検

索可能にした高齢者行動ライブラリ（https://www.behavior-

library-meti.com/behaviorLib/）を構築した。これにより、高齢

者の生活機能と日常生活行動の関係を定量的に把握するこ

とが可能となった。 

4.高齢者行動ライブラリと事故データの統合的利
活用 
 

 高齢者行動ライブラリに含まれる日常生活シーンは、主に

普段の行動を取っているシーンであり、ヒヤリハットや事故そ

のものを捉えたシーンは少ない。そのため、高齢者行動ライ

ブラリの動画を見るだけでは、日常生活におけるリスクを把握

することは難しい。日常生活の動画の状況と類似した状況で

発生した事故とをリンクさせて提示することができれば、潜在

的なリスクを把握するのに有用である。そのためには、動画の

状況を検索したり、類似度計算したりできる必要がある。また、

動画の状況と事故が起きた状況を同じ方法で記述する必要

がある。そこで、人、モノ、行動を中心に、時系列にグラフ構

造で記述する。図 2 に、動画のシーンをグラフ構造で記述し

た例を示す。主に行動や、物体を掴む・放すなどのインタラク

ション状態が変化したタイミングで、時系列に「人-行動-モノ-

モノの補足情報」を基本として記述した。このように動画と事

故データに関して状況を記述することで、階段を登っている

だけの状況でも、その状況で荷物を持ちながら登ると転倒・

転落した事故があることや、お湯を入れたやかんを持って階

段を降りていて転倒・熱傷を負った事故があることを提示する

ことが可能となった。 

 

4.結論 
本稿では、高齢者の日常生活における事故予防を目的

に、高齢者の生活機能と行動・動作との関係を把握可能な高
齢者行動ライブラリの構築について報告した。また、日常生
活状況と事故との関係を把握するために、生活状況と事故状
況をグラフ構造で表現することで、互いを関連付けて提示す
ることが可能となった。 
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図 3 高齢者の身体機能と認知機能の関係 

図 2 動画シーンのグラフ構造表現の例 

図 1 PSIを用いた多機関データの統合的 
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